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　　　The　s七rains盤　2922　and　3534　are　Gramrnegative　rods　which　were　isola七ed　by　S．eligmann　and　Saphra　as
lactose　fermenting　enterobacteriaceae　（coli－form　organisms）　possessing　complete　antigens　of　S．　newington．
When　tbe　s七ab　cultures，　sent　from　Dr．　Saphra，　were　plated　on　Endo　agar，　they　produced　two七ypes　of
colonies；　one　dark　red　with　a　metalie　sheen　and　the　other　white．　By　subeulture　of　the　white　colon’ies
of　the　strain　＃2922　it　was　reeonfirmed　to　ferment　lactQse　slowly　in　peptone　wqter　and　to　produee　small
red　papillae　on　the　white　eolonies　as　described　by　Seligmann　ahd　Saphra
　　　However，　in　the　case　of　r．　ed　eolony－forming　cells　of　the　strain　＃　2922，　the　author’s　findings　were　slightly
different　from七he．　description　of　Seligmann　and　Saphra．、They　reported．that　white　colony　variants
appeared　very　rarely　from　red　colony　formers，　i．　e．　onee　after　oral　administration　’to　miee　and　once　on
subcul七ures　which　were　made　frequently　from　agar　slant　culture　during　8　weeks．　Experiments　were
condueted　to　study　the　eause　of　the　above　difference，　and　it　was　found　that　the　white　eolony　variants
can　easily　be　obtained　when　the　red　colony　formers　were　cultured　under　anaerobie　conditions．
　　　From　the　strain　3534　a　lactose　（rapid）　fermenter　and　a　non　fermenter　were　obtained．　The　former
behaved　as　its　counterpart　in　the　strain　＃2922　did，　but　the　latter　did　not　produee　the　red　papilla　on　Endo
agar　plate　and　failed　to　fetment　lactose　in　peptone　water　even　in　the　course　of　3　weeks　observation．
The　intermediate　type　of　cells　between　lac’tose　fermenter　and　non－fermenter　a＄　reported　by　Seligmann　and
Saphra，　was　not　isolated　when　single　cell　cultures　were　made　by　micromanipulation．　This　sugg．ests　that
the　intermediate　type　of　cells　may　have　been　a　mixture　of　lactose　fermenter　and　non－fermenter．
　　　Besides　lactose　fermentation，　the　simultaneous　variations　of　xylose　fermenting　a・ctivity　and　of　HL，S
production　were　observed　in　both　strains　＃2922　and　3534．
　E群サルモネラの15抗原因子とsi5　phageとの関係1）一’a）
を更に究明すべく著者は150抗原を有する乳糖分解菌の
溶原性を調べる為にDr．1．　Saphra7）・s）からS．　newington
と同一の抗原構造（0抗原3．15：H抗原6，h；1，．6）を有す
るが乳糖を分解する菌株＃2922株及び3534株の分与をう
けた。これ等の菌株を遠藤培地にまいたところ，金属性光
沢を有する赤色集落の外に白色の集落が形成された。これ
は乳糖非分解，xylose分解，　H，・S産生と云う性状を除いて，
他の生物学的性状は全く乳糖分解菌と一致するので，これ
等の菌株についてさらに検討を加えた。
　　1．特2922株について：Seligmann及びSaphraの記
載7）・s．）によると＃2922株は脳膜炎で死亡した6箇月乳児の
脊髄液から分離されたもので，乳糖分解・恥S非産生の点
はE．coliに類似するが，抗原構造の外indot非産生及び
ci七rate培地での発育の点ではS．　newingtonに類似する
菌株である。この菌株をマウスに経口感染．した場合8日目
の尿便から遠藤培地上赤色集落の外に白色集落の形成が認
められ，更に白色集落からは赤色の乳頭が発生したことを
柴　この研究には文部省科学研究費の補助を受けた（植竹）。本論文の一部は第8回日本細菌学会北海道支部会（1955年2
　　月），第3回日本ウイル．ス学会総会（1955年4月）及び綜合研究“微生物の遺伝学”研究班第5回（1955年7月）及び第
　　6回〔1955年12月．）班会議．で発表した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　209
210 内田　　サルモネラ抗原をもつ菌の乳糖分解能 札幌医誌1956
記載し，また乳糖分解菌の寒天培養から8週間にわたり多
数回平板に集落を作らせてみたところ，通常南側の集落の
中に1箇も乳糖非分解集落が生じなかったが，或る日ただ
1箇の白色集落が認められたと述べている。
　ところが著者の場合Saphraから送附された高層穿刺
培養から平板培養しただけで赤色，白色両集落が生じたの
であって，この点Saphraの記載と違うので奇異に思われ
た。しかし遠藤培地上の赤色集落及び白色集落からP6terfi
型のmicromanipulatorを用いて単個菌培養を行い，そ
の生物学的性状並びに抗原構造を調べたと『ころ，SaPhraの
報告と全く一致した結果を得た。更に白色集落に赤色の乳
頭が発生し，また白色集落を乳繕加ペプトン永に培養する
と，赤色集落の細）J包より遅く（約30時聞継）乳糖を分解す
ることをも確認した。そこでこの両者をそれぞれ＃2922L
（乳糖速分解で遠藤培地上で赤色集落をつくる1及び＃2922
¢（乳糖遅分解で虚血培地上で白色集落をつくる1と記して
流動パラフィン重層高層寒天穿刺培養（保存用）で保存し3
箇月後にそれぞれ遠藤培地上にまいたところ，許2922L株
保存培養から白色集落が赤色集落よりかなり多くの割合で
形成されることを認めた。ところが＃2922L株の斜面培養
から遠藤培地上に培養したのでは白色集落は認められなか
った。他方＃2922¢の保存培養からは白色集落のみしか検
出されなかった。
　ところでSaphraはマウスに経口投与を行った場合にだ
け＃2922L→¢の変異を認めているに過ぎない7）。そこで
高層培養の差異，動物体内での環境条件等を考え合わせて
みて，L→¢の変異は無気的条件において起るのではない
かと考え，簡便な無気培養を行ってみた。即ち，流動パラ
フィンを重層した。　＃　2922　しの高層寒天穿刺培養を無気性
培養瓶に入れ，内部の室気をロータリー・ポンプで充分排
除して370Cに二1夜培養した後室温に放置し，遂日遠藤培
地上に一部をまいて白色集落の出現を調べたところ，4日
目の平板上に2箇の白色集落が形成された。かくの如く
＃2922L→¢の変異は無気的条件において惹起．されるもの
と推察される。
　＃　2922　L→Zの変異に伴い，H2S非産生一〉産生，　xylose
非分解→分解の変異が同時に起ることも観察された。
　他方＃2922¢→しの変異は遠藤培地における白色集落上
の赤色乳頭の発生，乳糖加ペプトン水での培養の際に起る
が，普通寒天斜面の継代培養から遠藤培地に培養しても一
様に白色集落を作るので，或る時間乳糖の存在下に発育す
ることが¢→しの変異に必要な条件かも知れない。
　2．3534株について＝Saphraより分与をうけた他の
菌株3534株は胃炎患渚の尿便から分離されたもので，　そ
の記載s）によると，SS培地上でSalmonella様の集落を
Table　1．　Biochemical　PropeTties　oj
　　　StTains　＃2922　and　3534
Biochemical
Proper七ies
Arabinose
Xylose
Glucose
Rhamnose
Sorbitol
Mannitol
Inositol
Dulcitol
Lactose
Maltose
Sucrose
Trehalose
Salicin
Milk　coagulation
Gelatin　liquify
HL，S　（Kligler）
Indole
MR
vp
Citrate
????????Lysine
Arginine
Glutamic
　aeid
370C
250C
Strains
＃2922L1＃2922Z
H一一
????
十
十6　hr．
十
十
十
一ト
十
十
十3　d．
　十
十　18　d．
o
　十
　十
　十
　十
十30　hr．
H－r
十
十
十
十
十
十
十3　d．
3534　L
十
????
???????
十
十
十
十
十
十3　d．
3534　e
　十
十15　d．
eL）
　十
　十
　十
十
?
十
一F
十
十
H一一
d－3d．
ObseMvation　was　eontinued　for　21　days．
　　“十”　indicates　positive　reaction，
　　“O．＋．J”　aeid　and　gas　production，
　　‘‘一，，　negatiVe　reaC七iOn．
　Figures　（in　the　table）　indieate　time　of　incubation
required　for　manifes七ation　of　positive　reaction．
作るが，細かく調べると乳糖を分解し，少量のガスを産生
し，恥Sを産生することが認められた。また移植すると白
色集落から赤色乳頭が発生し，これは乳糖を速かに分解し
て多量のガスを発生し，H2Sを産生しない菌であったとい
う。そして更に第3の変異株としてSalmon611aと全く同
じ性状のものも分離され，3者共血浩学的には同一であっ
と。
　著者は送附された乳糖分解菌を遠藤培地上に培養したと
ころ，金属性光沢を：呈する赤色集落の外に白色集落の混在
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していることを認めた。後者は乳糖加ペプトン水に3週間
培養しても乳糖を分解せず，また遠藤培地上の白色集落及
びSS培地上の中心部黒色・周辺白色の集落に赤色乳頭の
出現を認めなかった。
　これ等の集落から単個菌培養を行って生物学的性状及び
抗原構造を調べると＃2922株と全く同一の性状を示すこ
とが知られた。ただ3534株の白邑集落からの細胞（3534巳〉
は＃2922　eと異り乳糖1加ペプトン水に培養しても乳糖を分
解しない。3534株の乳糖分解菌〔35341・）も＃　2922　しと同
様に，無気的条件で3534　L→¢の変異を起すが普通寒天斜
面培地の継代培養から遠藤培地にまいても白色集落は検査
した範囲では認められなかった。
　H2S産生能，　xylose分解能の変異も乳糖分解能の変異と
同時に，起るので，＃2922株の場合をも考え合わせると，こ
れ等の生物学的性状の聞には密接な関連のあることが想像
される。
　Saphraの記載した中間的性状の菌（乳糖を分解すると
同時にH2Sを産生する）8）は認められなかった。著者は
駐2922しがH2Sを産生する揚合を経験しているが，　micro－
manipulatorを用いて単子菌培養を行うとしと¢．の定型
的性状を示す菌株が得られるので，3534株の中開的性状の
菌というのは乳糖分解菌と非分解菌の混在したものと考え
られる。
　3．総括並びに考按：上述の如く＃　2922株及び3534株
は乳糖分解能に変異を起すが，L→Zの方向の変異は無気
的条件にすると著明になる。これは糖を加えずに無気性に
すると乳糖に依存性の低い細胞が発育し易くなるためでは
ないかと考えられる。また＃2922株の場合には¢→しの変
異が乳糖の存在下で著明に認められるのは，環境が乳糖を
利用し得る細胞の出現に適するからと思われる。
　これ等乳糖分解能の変異に伴い，H2S産生能並びに
xylose分解能の変異も同時に起り，これ等の菌ではこれ
等の生物学的性状の変異に密接なる関連があるように思わ
れる。従って乳糖（速）分解菌の保存培地から新たに使用す
る場合には単個菌培養を行って乳糖分解・H，S非産生を確
認してから用いる必要がある。
　他方これ等4株のKCN培養発育試験及びdecarboxy－
lase活性試験を行なったところ，4株ともSalmonellaの
性状を示すことが明かとなった。また，著者の150抗原
とε15phageとの関係に関する実験で，これ等4株全べて
が150抗原をもつE2群及び琢群サルモネラと同様にE1
群ザルモネラに3．10→3．15のO抗原変換を起させる
baeteriophageε1瓢を産生する溶原性菌であることが明か
なった（別報）q）。
　共2922株及び3534’株はサルモネラと大腸菌の中聞に位
するがむしろサルモネラにより近い菌株と考えられ，この
ことは腸内細菌の相互関係を考える上に役立つ所見と思わ
れる。
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